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二
一
世
紀
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
科
学
に�

お
け
る
教
育
と
研
究
の
促
進
に
向
け
て�

梨
花
女
子
大
学（
韓
国
）、
日
本
女
子
大
学
、�

お
茶
の
水
女
子
大
学
に
よ
る�

第
三
回
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催�
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秋
も
深
ま
っ
た
二
〇
〇
一
年
一
一
月
八
〜

一
〇
日
、
本
学
の
理
学
部
三
号
館
と
人
間
文

化
研
究
科
棟
で
、
梨
花
女
子
大
学
（
韓
国
）
、

日
本
女
子
大
学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
三

大
学
の
理
系
の
先
生
お
よ
び
学
生
、
総
勢
一

五
八
名
（
内
、
学
生
は
一
〇
〇
名
）
に
よ
る

「
二
一
世
紀
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
科
学

に
お
け
る
教
育
と
研
究
の
促
進
の
た
め
の
梨

花
女
子
大
学
、
日
本
女
子
大
学
、
お
茶
の
水

女
子
大
学
に
よ
る
第
三
回
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
お
互
い
に
学
術

交
流
協
定
、
単
位
互
換
協
定
を
結
ん
で
い
る

三
女
子
大
学
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
学
術
交

流
の
か
た
わ
ら
、
二
一
世
紀
の
女
子
大
学
の

教
育
・
研
究
を
考
え
て
み
よ
う
、
と
い
う
趣

旨
で
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
梨
花
女
子
大
学
は
韓
国
の
名
門
女
子
大
学

（
学
部
学
生
数
一
万
六
千
、
大
学
院
生
数
五

千
）
で
、
本
学
と
は
平
成
一
二
年
三
月
に
学

術
交
流
協
定
を
結
ん
で
、
研
究
レ
ベ
ル
で
の

交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

平
成
一
二
年
八
月
の
日
本
女
子
大
学
と
梨
花

女
子
大
学
の
第
一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
日
本
女

子
大
学
）、
平
成
一
三
年
三
月
の
三
女
子
大

学
に
よ
る
第
二
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
ウ
ル
）

に
引
き
続
い
て
、
今
回
は
本
学
で
行
わ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
す
べ
て
英
語
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

お
互
い
に
十
分
な
意
思
の
疎
通
が
出
来
た
か
と
思
わ

れ
る
。�

　｢

二
一
世
紀
、

女
性
が
輝
く
と

き｣

を
標
榜
す

る
本
学
の
本
田

和
子
学
長
の
開

会
の
辞
に
引
き

続
き
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を

実
現
す
る
た
め

に
女
子
大
学
が

果
た
す
べ
き
責

務
を
日
韓
双
方

の
基
調
講
演
三

件
で
確
認
し
た
。

本
学
か
ら
は
平

野
が
分
子
構
造

総
合
討
論
会
で

の
現
状
分
析
、

本
学
の
付
属
高

校
生
の
進
路
調

査
統
計
を
踏
ま
え
て
、
若
手
の
女
性
研
究
者
層
は
厚

い
の
に
、
現
時
点
で
指
導
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
女

性
が
少
な
い
こ
と
に
鑑
み
て
、
本
学
は
、
か
つ
て
の

東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
以
来
の
伝
統
に
立
ち
返
っ

て
、
自
立
性
の
高
い
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
梨
花
女
子
大
学

か
ら
はH

eisook
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前
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際
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育
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院
長
が
韓
米

に
ま
た
が
るW
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
、
日
本
女
子

大
学
理
学
部
の
小
尾
欣
一
先
生
は
、
二
〇
〇
一
年
に

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
日
本
女
子
大
学
の
、
建
学
の

精
神
に
基
づ
く
女
子
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
語

っ
た
。�

　
引
き
続
い
て
、
物
質
科
学
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、

服
飾
繊
維
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
数
学

の
四
部
門
の
総
計
五
四
編
の
研
究
発
表
を
二
日
間
、

三
会
場
に
分
け
て
行
っ
た
。
参
加
者
（
カ
ッ
コ
内

は
内
数
で
の
学
生
数
）
は
梨
花
女
子
大
学
二
九
名
（
一

七
名
）
、
日
本
女
子
大
学
一
三
名
（
七
名
）
、
本

学
か
ら
一
一
六
名
（
七
六
名
）
で
あ
り
、
研
究
発

表
は
二
〇
三
頁
に
お
よ
ぶ
要
旨
集
を
も
と
に
、
活

発
に
行
わ
れ
た
。
内
容
は
改
め
て
「
お
茶
の
水
女

子
大
学
自
然
科
学
報
告
」
に
収
録
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。�

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
私
と
、
増
永
、
會
川
、
室
伏
、

森
川
の
諸
先
生
方
を
中
心
と
し
て
企
画
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
本
学
の
、
学
長
裁
量
経
費
「
二
一
世

紀
に
お
け
る
女
子
大
学
―
理
系
教
育
と
そ
の
課
題
」

と
、
国
際
交
流
基
金
の
支
援
の
下
に
行
わ
れ
た
こ

と
を
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
第
四
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
日
本
女
子
大
学
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
小

雨
の
中
、
再
会
を
期
し
て
名
残
を
惜
し
ん
だ
。�


